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●生産環境研究所 

・10/８ ＜農業アカデミー＞ 

ショウガの脱臭化メチル対策 

・10/23＜農業アカデミー＞ 

多収米のトビイロウンカ防除 

●い業研究所 

・１０月中旬 

 熊本県い草い製品品評会 

        審査及び表彰式 

●果樹研究所 

・11月上旬 

 果物セミナー 

  （尚絅大学収穫体験） 

●球磨農業研究所 

・11/27 

 研究成果発表会（球磨地  

 域農業活性化セミナー） 

・12月中旬 

 球磨地方クリ冬期せん定 

 研修会 

●畜産研究所 

・11/27 

 畜産関係試験研究業績 

 発表会 

●その他 

・11/8,9 

農業フェア(カントリーパーク） 

 

本紙の内容に関するお問い合わせは、 

企画調整部 情報課 まで 

ご連絡ください 
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「涼風」 
 

 本県はいぐさの生産量全国 

第１位。国内生産量の約95％

を誇っています。 

 「涼風」は、いぐさ農家か

らの熱い期待を受けて、当研

究センターい業研究所(八代

市)が約17年の歳月を経て育成

した新品種です。（H25.10出

願公表） 

 枯れにくいため、農家の補

植の手間がかからず、労力の

削減が可能になります。 

また、長い茎の収穫量が多

く、「ひのみどり」より茎が

太く硬いため畳表の生産効率

が高まり、農家収益の向上が

期待できる“待望の新品種”

です。 

 本県では、「ひのみどり産

地強化対策事業」にて苗を増

殖し、来年1月には農家へ苗の

配布が始まります。  

 

 本県のモモ栽培は、「はなよめ」「日

川白鳳」といった早生品種が主体となっ

ています。しかし、成熟期が梅雨の時期

と重なるため、糖度の低下が問題となっ

ています。 

 また、降雨を避けるために、樹上にビ

ニルハウスの屋根をかける「トンネルハ

ウス栽培」においても、この２品種に

偏っており、摘果・収穫などの作業が集

中しています。 

 そこで、現在、栽培の主流となってい

るこれらの品種よりも収穫期の早い極早

生の優良品種「はつおとめ」につい

て、その品種特性を明らかにしました。 

１．来歴 

モモ「はつおとめ」は、福島県果樹試験

場において、母：「倉方早生」×父：

「ちよひめ」の交雑実生により育成され

た品種で、Ｈ15に 登録された品種で

す。 

２．品種の特徴 

 成熟日数が短く、「はなよめ」より2

週間程度早く収穫期を迎えます。大きさ

は155ｇと「はなよめ」（211ｇ）より少

し小さいが、核割れ果が少なく、健全果

率が高くなっています。果実の品質とし

ては、着色がよく、糖度も高く食味が良

いのが特徴です。 

３．管理上の注意点 

 成熟期間が短いため、小玉になりやす

く、そのため、摘蕾や早期摘果が必須の

作業となります。直射日光が当たると軽

微な裂果がみられるため摘果の際は、葉

に隠れる果実を残すように行います。 
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    技術の詳細はコチラへ ＜Ｈ２６農業研究成果情報＞ 

    http://www.pref.kumamoto.jp/uploaded/attachment/91283.pdf 
 詳しくは、各研究所にお問い合わ

せください。 

球磨農業研究所 

中尾研究員 

(現)東京事務所 
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「空撮技術を利用した   

 圃場管理技術」 

 カメラを搭載した無人ヘリを利用

し、飼料畑を撮影・解析することで、

ほ場の窒素肥よく度や生育状況・収

穫適期の把握、収量予測等を行うた

めの技術開発に取り組んでいます。 

 この技術を活用することで、余分な

施肥が削減でき、低コストで環境に

配慮した栽培が可能になります。  

また、収穫適期を判定する手間がか

からず、省力的なほ場管理もできる

ようになります。(畜産研究所） 

 熊本県は湧水が多く、それを活かした

湿地性カラーの栽培は全国２位の生産量

を有しています。 

 湿地性カラーの産地では、多くのほ場

で発生している疫病対策として、病気に

強い品種への転換が進められています

が、収量が少ないという欠点がありま

す。 

 そのため、当センターでは病気に強い

うえに、収量が多い２品種を育成しまし

た。今回は、その新品種(「熊本ＦＣ０

１」・「熊本ＦＣ０２」）の栽培特性に

ついて、ご紹介します。  

１．生育適温域 

 これまでの他の品種と比べて「熊本Ｆ

Ｃ０１」は適温域が広く、「熊本ＦＣ０

２」は高温域で生育します。 

２．耐病性  

 高温で発生する軟腐病の発生程度は、

「ウエディングマーチ」に比べて「熊本

ＦＣ０１」は同程度で、「熊本ＦＣ０

２」は少ない。 

 また、低温で発生する根腐れの発生程

度は、「ウエディングマーチ」に比べ、

「熊本ＦＣ０１」は少なく、「熊本ＦＣ

０２」は多い。 

３．根圏 

 「ウエディングマーチ」の作土層中心

に対して、「熊本ＦＣ０１」は鋤床の下

まで、「熊本ＦＣ０２」は作土層中心で

太い根は鋤床の下に達します。 

  

１ 

農産園芸研究所 

花き研究室 

工藤研究参事 

    技術の詳細はコチラへ ＜Ｈ２６農業の新しい技術＞ 

    農産園芸研究所 花き研究室  担当：工藤  ☎：096-248-6444 

    技術の詳細はコチラへ ＜Ｈ２６農業の新しい技術＞ 

     http://www.pref.kumamoto.jp/uploaded/attachment/91213.pdf 

 本県で昔から多く飼われている「あか

牛」と呼ばれる和牛・褐毛和種について、

その牛肉の生産性・品質向上を図るため、

優秀な種雄牛を選抜しました。 

１．本牛の特徴 

 枝肉重量と１日当たりの増体量が極めて

優れていることから、増体性の改良に有効

です。  

 また、脂肪交雑はもちろん、ロース芯面

積が極めて優れた質量兼備の種雄牛で、

「菊光丸」の後継牛として期待される種雄

牛です。 

２．期待される効果 

 今後、「菊鶴ＥＴＩ」の繁殖雌牛への交

配により、低コストで高品質な肉牛の生産

が期待されます。 

 

 

 

 

２ 

畜産研究所 

生産基礎技術研究室 

安武研究主任 

ローズグラスと本館 

きく つる イーティーアイ 

図１ 品種毎の生育適温域 

図２ 品種毎の根圏 

～無人ヘリ撮影による農研の今～ 

「熊本ＦＣ０１」 
「熊本ＦＣ０２」  

 

 当センター農産園芸研究所が平

成10年から14年間かけて育成した

新品種。 

 

 どちらも病気に強く、収量が多い。

花の色が純白。 

 「熊本ＦＣ０１」は、通常よりやや早

い時期から収穫が可能になり、長い

期間収穫できるのが特徴。 

 「熊本ＦＣ０２」は、既存品種と花形

が異っているのが特徴。 

 いずれも結婚式のブーケや様々な

シーンでの活躍が期待され、平成

24年8月に品種登録されました。 

 

 現在、種苗が県内の生産農家に

配布されており、今年冬頃から市場

に出回る予定。 

 昨年冬には、広く愛称が募集さ

れ、関係機関で構成する愛称選考

委員会で審議されており、今年の冬

には決定し、発表されます。さぁ、何

に決まるのか、お楽しみに。 

  

熊本FC01 

熊本FC02 

無人ヘリ 

産子の枝肉写真 

   「菊鶴ＥＴＩ」 


